
トキ米の供給と「よみがえれ！
トキ文弥人形上演会」
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パルシステムとは

■1都９県にまたがる１０の地域生協と共済連合会を加え
た１１会員
－東京・神奈川・千葉・埼玉・茨城・群馬・栃木・福島・山梨・静岡－

■出資金 ９６億５，０００万円

■会員組合員世帯数 １４１万世帯
－ＴＶＣＭ等のメディアを使い新規加入拡大－

■会員事業高 約１，９６３億円（2013年度）
■他の生協と較べて個人利用のシェアが高いのが特徴。会
員生協の米供給量は、

・ 25,957ｔ （2013年度）
・ 25,360ｔ （2012年度）
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米の栽培基準と基準別出荷量

栽培区分 除草剤 防虫・防除 肥料

当該地域の栽培基準による慣行栽培米

有機質１００％

当該地域の慣行

栽培の半分以下

化学肥料は当該地域の

慣行栽培の半分以下

化学合成農薬不使用

エコ・チャレンジ米（特別栽培＋

優先排除農薬、問題農薬不使用）

コア・フード米

2013年 2012年 （2012年比）

１．「コア･フード米」 596t 608t 98％

２．「エコ・ﾁｬﾚﾝｼﾞ米」 14,435t 13,967t 103％

３．産地指定の慣行米 10,926t 10,785t 101％

合 計 25,957ｔ 25,360t 102％



生物多様性なしに農は
成り立たない



1分でわかる「生物多様性」の歴史
• 1971年 第１回 ラムサール条約会議 →「湿地を守ろう！」
• 1992年 「地球サミット」（リオデジャネイロ）

「生物多様性条約」調印 →生きものを守ろう！
「気候変動枠組条約」調印 →持続可能な社会を作ろう！

• 2005年 京都議定書 →CO2を削減！
• 2006年 生物多様性条約COP6（オランダ、ハーグ）

→絶滅を2010年までに減少させよう！
• 2008年 ラムサール条約会議 →水田は生物多様性をになう湿地「水田決議」
• 2010年 生物多様性条約（名古屋）

→里山と人など、日本の生物多様性と調和した暮らし、文化、技術に注目

2008年 ラムサール会議



トキの放鳥運動を
産地とともに取り組む



農業の効率化→棚田、自然との共生

農村に伝わる伝統芸能も守り続けることも重要！！



トキを育むお米（エコ・佐渡こしひかり）

年産 契約数量 販売方法

2013年産 108.60ｔ 予約 3kg

2012年産 78.60ｔ 予約 3kg

2011年産 43.68ｔ 紙面 3kg

2010年産 46.59ｔ 紙面 5kg

2009年産 47.67ｔ 紙面 5kg

2008年産 23.10ｔ 紙面 5kg

取引実績（玄米t）

◆パルシステムでは2008年から、新潟県佐渡島からの要請を受けてトキ放鳥
を成功させる運動を支援してきました。
◆現在では予約米「トキを育むお米 エコ・佐渡こしひかり」として供給しており、
その収益の一部が、休耕田や田んぼの整備費などトキの生息しやすい環境づ
くりに還元されます。



■生産者が安心して栽培できる！

田植え前から売り先がわかるため、農薬を

削減した米つくりに励むことができる。

組合員と約束を守るため、優先的に出荷する。

予約登録米のメリット（産地）

来年、再来年…と、安全で
安心な産直米が届けられ
る仕組みです。
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環境保全型農業の推進





文弥人形上演会（東京公演）の開催

・毎年秋に文弥人形上演会を開催し、２０１４年度
で第６回目をむかえる。

・第３回までは有志で開催していたが、第４回より
パルシステム主催と位置づけ、予算を設定した
うえで活動を行う。

２０１３年度は新宿区の東京おもちゃ美術館で開催。１９３名の来場者を集め、「春駒」、「奥
州安達が原三段目 」が上演された。



伝統芸能文弥人形芝居上演運動を通して、

①環境保全型農業推進の推進

・「コア・フード（有機栽培） 」、「エコ・チャレン
ジ（パルシステムの独自基準をクリア）」と
慣行栽培農産物を取り扱う

②お米の利用普及

・予約登録米制度の導入

・おすすめ活動

文弥人形上演会開催の目的



③生物多様性保全（トキの住環境・棚田保全）

・「田んぼの交流」や「生きもの調査」、観察会など生物
多様性への取り組みを実施

・調査には農家、消費者、民間団体、行政なども協力

④生産者と組合員（消費者）を結びつけ、理解促進を
図る

・組合員や職員を対象とした学習会を開催

・職員が商品説明を行うほか、生産者にも生産の苦労
や商品のこだわりを語っていただく



生物多様性保全とパルシステムの取り組み

○棚田をはじめとした小規模・家族農業を守る意義
固有の農業システムや景観

↓
・地元に適合した管理手法を導入

・多様な自然資源に基づき、何世代もの人々の知恵によって
形づくられ、維持されてきた

↓
・優れた景観
・生物多様性保全
・回復力に富む生態系

↓
・多角的な商品やサービスの継続的な提供
・食と暮らしの安全、生活の質をもたらす



２０１４年度の取り組み

○佐渡視察ツアーを開催

２０１４年７月１９日（土）～２１日（月）２泊３日

１日目：野生のトキ視察→トキセンター→棚田視察→懇親会
２日目：野浦フェスティバル参加（文弥人形上演及び生産者と
の交流会）→懇親会
３日目：パルのお米生産者の圃場視察→郷土資料館視察

○文弥人形上演会

２０１５年２月下旬～３月上旬に開催予定

（例年は１１月に開催していた）



食、農、環境保全が分断されて、
うまく機能しなくなっているのでは？

それをつなげるパルシステム。

生物多様性をささえるパルシステム
の価値を伝えたい！

食、農、環境保全が分断されて、
うまく機能しなくなっているのでは？

それをつなげるパルシステム。

生物多様性をささえるパルシステム
の価値を伝えたい！

食と農、環境は一体


